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D-pro コンテストから校内コンテストのあり方を考える！！ 

★第１回 「ぼく・わたしのお気に入り写真コンテスト」 

                 第１位：世界で一番！こんなかわいい犬はいない 
                  徳島県加茂小学校４年 ともよさん 
 
 
 
 
 

★第２回 「自分の学校のオリジナルキャラクターをつくろう」 

             第１位：いも子さん 
              鹿児島県枕崎小学校６年 ちづるさん 
 
 
 
 
 

★第３回 「一年間の思い出アルバムコンテスト」 

 
 
 
 
 
 
 
第１位 桜島大根しゅかく大さくせん 
 鳥取県浜村小学校 ３年 

 

裏面をご覧下さい！！ 

応募作品数：３５５点（１８校） 

投票数：１５５２票 

応募作品数：９１点（２１校）

（＋１７４作品）

投票数：１２８５票 

応募作品数：６１点（１４校） 

投票数：９８３票 
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【子ども・学校の実態から】 

例）休み時間はコンピュータ室がゲーム

センター化している 

【子どもが考える】 

例）コンピュータ委員（児童・生徒会等） 

「ゲーム禁止！！」→じゃぁ，代替策は？ 

「コンテストやろう」 

（全国的なコンテストに参加していたた

め意見がでた）→体験活動が有効 

【企画・運営】 

例）「どんなコンテスト？」→お絵かき

「順位はつけるのか？」→投票 

「どんなものが必要？」→ＦＤ 

【様々な問題発生！】 

例）わいろ問題→罰則あり 

投票数の少なさ→広報をしっかり

【教師も真剣にダメだしする】 

 おそらく簡単によい案は出てこない。この

段階が大切である。いくつも出てくるが教師

は，その先をしっかりと考えさせた上で案を

出させる。創造力・計画力をつける。 
【結果の発表の方法】

例）賞状つくる 

全校集会で発表 

【振り返り（評価）】 

例）どんな子たちが参加してくれたか？ 

もっとおもしろくするにはどうすべきか？

【投票・審査】 

例）作品をイントラのＨＰに公開

または，プリントアウトして掲示

投票はワークシート活用 

公正に行う。 

校内コンテストのススメ 

 D-project コンテストサイト（http://www.d-project.jp/museum/main.html）では，すべてのコンテ

ストに関する活動（応募・作品展示・投票）をＷｅｂ上で行っている。これは，より多くの人たちに参

加してもらい，デジタル表現のおもしろさ，また同じ活動を多くの人たちと共有できるという点におい

て参加した子どもたち，先生方にとって効果的であった。しかし，すべてＷｅｂ上で行うことは，まだ

まだ敷居が高い。そこで，まず校内でコンテストを行ってみてはどうだろうか。さらに校内コンテスト

は，D-pro コンテストで得られない利点がある。それは，Face to Face である。また，さらに子どもた

ち主導で行うことができる。これをステップとし，全国的なコンテスト（様々なコンテストがＷｅｂ上

で行われている。ぜひ挑戦してもらいたい）へ挑戦するという流れでも，または全国的なコンテストを

行い，その経験から子どもたちが自ら企画し，運営する校内コンテストを行うことも考えられる。 

コンテストというと一見興味・関心のみで学習効果があまり見られないと思われがちである。しかし

ながら，子どもたち主体で，教師側が意図をしっかりと持つことにより，今求められている「生きる力」

をつけることができる。下記の図１はそのことを押さえたコンテストの流れを示したものである。ただ

単にコンテストを行うのではなく，教師がしっかりとポイントを押さえ，行っていくことが校内コンテ

スト成功の道へとつながる。 

［図１］「校内コンテストの流れ」（例）は和歌山県熊野川小の実践例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント１：企画・運営は子どもたちの力で行い，教師はしっかりとしダメ出しを！！ 

 ただ，すべてを子どもたちに任せるのではなく，初めのうちは教師のサポートが必要である。アイデ

ィアをしっかりと引き出し，徐々にすべて任せていく流れがよい。 

ポイント２：順位をつけることの教育的効果 

１位をとった子どもは自信がつく。D-pro コンテストでは，これにより創作意欲が増した子や普段目

立たない子が活躍するなどの効果があった。逆に票が少なかった子どもに関しては，落ち込むかもしれ

ないが，そこは教師の見せどころ！！しっかりとしたフォローを。（やさしさだけでなく，指導を（ど

こが賞をとった作品と違うのか？また，どうすればよくなるのかをしっかり考え，次へとつなげる。 

ポイント３：とにかくみんなに見てもらえるように＜校内ＬＡＮを活用 or 校内プリントアウト掲示＞ 

※なお，和歌山県熊野川小学校のイントラでの公開例は下記のＵＲＬにて 

http://www.town.kumanogawa.wakayama.jp/kumasho/h13/kumasho/com/oekaki/index.htm 


